
蒲

洲
の

兜

班

に

裁

て

川

;
･･

海

洋

清
洲
は
兼
距
の
逆
縁
に
位
L
k
其
の

仙
郷
は
朝
鮮
だ
黄
に
所
開
溝
鮮
寧
島
を
成
し
~
リ

ヒ
-

ホ

ー

プ

ェ
ン
が
郡

へ

た
地
壇
の
絃

(S
ta評i

r

and)
で
あ
っ
て
蒙
肴
高
臓
の
兼
の
練
た
る
頻
発
寵
の
兼
寿
の
低
所
が
清
洲
の
塗
要
部
分
の
捻

光
江
遼
河
流
域
の
寧
野
に
常
-
p
基
の
兼
方
に
長
日
山
脈
が
高
ま
-
粟
に
其
の
東
方
に
豆
満
江
鴨
紘
江
の
地
溝
潤
が

あ
る
｡
,I,u

I

ス
は
是
尊
の
地
形
を
イ
ル
ク
ッ
ク
地
方
大
隅
波
地
を
中
心
/̂J
L
で
兼
務
カ
に
押
し
寄
せ
た

1
種
の
汲

及
地
形
の

i
邦
だ
見
て
ゐ
る
が
何
れ
に
し
て
旦
内
地
だ
低
地
官
の
排
列
は
大
概
に
於
で
規
則
正
し
-
p
而
し
て
高
低

商
地
形
の
阻
却
は
新
暦
を
な
L
j
地
帯
構
造
上
の
袈
穂
並
ど
な
っ
て
ゐ
る
｡
典
安
嶺
の
楽
蓮
､
長
日
山
系
の
由

蓮
及

YI
基
の
来
遊
の
断
愚
説
の
如
き
は
是
で
あ
っ
て
是
等
の
多
-
は
火
山
又
は
火
山
的
地
形
を
伴
っ
て
ゐ
る
｡
就
中
長
白

山
系
の
閣
遊
及
び
輿
東
嶺
の
米
側
の
銀
は
基
の
猿
も
著
し
い
も
の
で
あ
る
.

着
の
篤

fi
の
部
覇
に
感
す
る
も
の
に
浦
餓
長
春
の
濁
方
大
電
騨
附
産
の
玄
武
岩
の
火
山
的
地
形
か
ら
膏
捧
省
北
米

部
に
か
け
て
の
同
盟
の
種
々
の
地
形
及
び
溝
餓
清
廉
に
散
在
す
る
二
三
の
温
泉
の
湧
出
が
あ
る
｡
叉
姪
堀
江
の
支
流

彊

om
a
嵩
.

(
蛤
膜
河
)
上
流
附
産
の
火
山
地
形
の
記
事
は

…
九

!
九
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入
月
報
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倫
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オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
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A
rth
u
r
S
o
ノI･e

rby
氏
の
Ⅰ･:
I
P
l
ol･atio
n
o
f

M
a
-1c
h
u
r
ll

中
に
あ
る
0
ノ
ア
ビ
ー

代

は

完

=
二
年
よ
ヱ

九

嘉

に
か
け
て
糊
瓜
よ
-
入
-
,
胡
陽
銭
輝
南
を
経
て
蛤
壌
河
上
洗
地
方

を
探
検
し
た
際

(彰投田山) 岩 武 玄 の 屯 大 洲 満

火
口
湖
二
つ
を
蓉
33
し
､
又
土
人

雅
夫
の
淡
に
よ
-
て
非
の
東
方
及

び
南
方
に
は
標
の
洲
七
十
二
個
あ

る
を
知
っ
た
が
何
れ
も
同

7
系
統

ビ
節
足
L
t
佃
同
河
の
谷
を
卜
.つ

て
火
山
岩
沖
や
偲
ぶ
の
溢
畑
を
腿

々
尊

兄
L
t
又
花
届
･::R
塊
上
の
柱

状
玄
武
岩
の
厚
い
府

営
も
見

受
け

た
云
々
}J
t
氏
の
旅
行
の
口
約
は

iii
と
し
て
動
物
の
耶
兜
に
あ
-
､

地
形
の
踏
発
は
寧
ろ
別
の
や
-
で

ぁ
っ
た
か
ら
詳
細
の
説
明
が
な
い
の
で
捌
か
物
足
ら
ぬ
戚
が
あ
る
が
同
地
方
に
比
較
的
新
し
い
火
山
的
活
動
の
～:
O

た
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
-
LJ
い
.
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次
に
舘
二
の
典
安
撮
米
側
の
構
造
線
上
に
は
投
機
江
省
の
伊
覗
呼
里
山
脈
ビ
小
興
安
嶺
}J
の
変
魯
鮎
附
近
に
有
名
`

ウ
ユ
ンホ
ル
ー
･1ギ
-

な
南

雲

利

爾

冬

竃

火

山

.tU
y
u
n
K
h
o
tr1
.
n
g
i)
が
あ
る
｡
此
山
の
活
動
に
歌
で
は
支
那
側
の
文
献
E
L
で
寧
古
格
紀

略
の
中
に
左
の
面
白
い
記
事
が
あ
る
E3

｢
前
略
｣
至
崖
爾
枚
｡
木
城
抄
地
.
邸
統
鎮
守
｡
文

一
千
里
空
間
魁
(証
日
努
々
喰
開
城
)
｡

木
城
沙
地
)

邸
統
鎮
守

碓
城
東
北
五
十
里
有
水
渉
｡
周
園
三
十
里
｡
於
鹿
撒
五
十
九
年
六
七
月
間
｡
忽
煙
火
沖
天
其
輩
加
雷
蕃
硬
不
種
｡

野
間
五
六
千
里
o
其
飛
出
者
皆
貴
石
硫
黄
之
疎
｡
経
年
不
断
｡
亮
成

l
山
.
発
布
城
郭
｡
熱
気
逼
八
三
十
鎗
盟
｡

具
可
登
滝
山
耐
望
｡
今

熟
気
漸
東
｡
然
隔
敗
里
人
籾
不
能
近
｡
天
使
到
彼
査
看
亦
具
遠
望
耐
TIi]0
喚
之
惟
硫
黄
窺

莞
今
か
此
■｡

亦
無
有
識
之
者
｡
｢
後
略
｣

本
書
は
清
の
鹿
枇
六
十
年
典
振
臣
な
る
も
の
ゝ
課
に
係
る
0
振
臣
は
江
蘇
省
典
江
の
人
で
字
を
南
軍
三
石
ふ
p
順
治

の
末
年
に
彼
の
究
兆
苗
が
先
非
を
被
-
嵩
称
省
単
音
塔
に
配
鼠
せ
ら
る
ゝ
や
p
振
臣
従
で
父
を
者
L
t
其
の
序
を
以

て
北
満

7
帯
か
J旅
行
し
踏
査
見
開
し
た
朗
を
紀
行
的
に
鋤
し
た
の
が
是
で
あ
る
O
内
容
は
振
臣
が
旅
行
せ
る
地
方
の

形
勢
p
沿
革
p
風
俗
.
物
産
基
他
各
地
の
珍
奇
筏
現
象
が
載
せ
で
あ
る
0
此
番
の
慣
櫓
は
溝
洲
の
塵
取
､
地
理
p
土

俗
等
の
研
究
上
既
に
足
許
の
あ
る
こ
/̂J
で
今

之
に
就
い
て
諭

ず
る
嬰
は
な
い
が
地
単
的
記
載
の
方
法
の
準
望
な
い
支

那
人
の
番
い
克
も
の
と
し
で
は
鞘
繋
閑
を
得
て
ゐ
る
0
即
ち
初
は
周
園
三
十
支
盟
の
油
で
あ

っ
た

が
床
照
五
十
九

二

七
二
〇
)年
六
七
月
の
閏
に
大
噴
火
を
Ll
し
た
｡

其
噴
出
物
の
中
に
監
石
ビ
あ
る
は
東
武
岩
か
何
か
の
熔
岩
で
あ

描
測
り
火
山
に
裁
て

詔

]

凶
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議
二

四
日

っ
て
蓬
に

叫
の
火
山
を
生
じ
其
後
除
数
を
頂
け
て
硫
安
の
衆
を
噴
い
て
ゐ
た
が
其
の
熟
衆
は
人
に
逼
る
こ
三

二
十
除

受
理
に
も
及
び
滝
山
に
発
-
て
望
む
こ
yJ
を
得
る
の
み
云
々
AjJ
あ
る
の
で
基
の
激
し
さ
が
想
像
せ
ら
れ
る
O

曲
火
山
が
倣
鼎
の
鼻

炎
に
知
ら
れ
始
め
た
の
は
露
の
地
尊
者
ア
シ
ヅ
エ
フ
W
assilj
ew
が
基
の
調
査
の
結
果
を

}

八
五
茄
年
頃
に
ベ
ル
-
ン
で
敬
表
し
て
か
ら
以
後
で
あ
る
｡
rJ,n

I
ス
の
地
舶
諭
F
ace
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e
E
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rtL･h
節
三
食
に
は

ム
シ
ュ
ケ
ト
フ

M
u
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k
e
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の

P
hysicalL
G
e.
1og
y

の
中
の
曲
山
の
記
事
を
引
用
し
て
み
る
P
之
に
獲
る
ビ
基

の
位
置
を
北
緯
四
八
皮
四
〇
分
兼
経

二

二
ハ
腔
二
七
分
娩
法
の
上
流
メ
ル
グ
ソ
の
兼
商
兼

l
O
O

v
erst

ビ
し
て

ノ
ル
グ
ン

ゐ
る
p
即
ち
接
爾

根

の
東

南
東
約
二
十
七
児
謹
融
江
省
城
の
静
々
喰
補
の
北
北
米
約
六
十
里
に
飴

-
浦
摘
斯
徳
附
近

の
海
岸
か
ら
約
百
九
十
盟
の
地
鮎
に
位
し
て
ゐ
る
〕
榊
同
番
に
マ
ナ
キ
ン

A
ra
n
ak
in

に
接

-
て
撒
江
の

i
支
流
諾

敏
河
の
屈
曲
鮎
に
S

l
l
a

t
e

r

地
火
山
あ
-
附
進
の
平
地
か
ら
の
高

さ
〓
ハ
三
｡玄
米
其
の
噴
火
口
の
鑑
荏
四
〇
〇
米

洗
さ
三
六
米
で
火
口
は
西
側
に
開
き
も
四
五
段
の
角
皮
で
其
火
口
を
充
し
て
ゐ
る
沼
に
傾
-
云
々
だ
述

べ
又
ポ
ク
エ

ン

P
o
ta
n
in
に
按

わ
で
墨
爾
根
か
ら
変
坪
に
向
ふ
途
中
に
は
熔
岩
の
露
頭
が
多
-
し
て

K
or.nan
山
の
如
き
は
火

口
さ
へ
鮪

へ
て
ゐ
る
ビ
記
し
､
か
-
開
塾
根
は
酉
は

S
h
ater
山
よ
-
米
は

Ujun
K
h
old
ong
i
山
に
至
る
ま
で
二

〇
〇
v

e
r
s
t

の
閲
に
横
は
る
新
し
い
火
山
地
域
で
取
園
ま
れ
て
ゐ
る
だ
ま
で
言
-
て
ゐ
る
.
蒲
僻
の
境
止
に
饗
ゆ

る
白
頭
山
や
基
の
附
近
に
連
な
る
火
山
群
に
就
て
は
従
妹
内
外
人
の
多
-
の
報
文
が
あ
っ
て
周
知
の
-革
に
屈
す
る
か

ら
今
は
其
の
方
面
の
こ
ど
に
は
葡
及
し
な
い
が
従
来
火
山
地
帯
だ
し
て
は
徐

-
省
み
ら
れ
な
か
っ
た
満
酢
に
-
又
尭
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装
着
の
地
力
に
-
比
校
的
新
し

い

時

代

に

活

動

し

た

火
山
の
存
在
が
此
地
方
の
探
検
に
よ
っ
て
次
鈴
に
知
ら
れ
ー
今

後
も
掲
賊
掌

の
免
除
が
薄
ら
ぐ

に
讐

て
地
賓

地

形
の
調
査
が
鷲
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れ
以
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に
新
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